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　次世代の社会（Society	5.0）では，IoT（Internet	of	Things）とAI（人工知能）を駆使して，現代の情報
社会で解決できていない問題点を，解決していくようなイノベーションが起こるようです。最近，耳にする
この言葉，「Society	5.0」って何なのでしょう？？　これまで，人間社会は狩猟社会（Society	1.0）から農耕
社会（Society	2.0），工業社会（Society	3.0）を経て現代の情報社会（Society	4.0）へ発展してきました。そ
して，これからやってくる社会（Society	5.0）は「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）
を高度に融合させたシステムにより，経済発展と社会的課題の解決を両立する，人間中心の社会」という超
スマート社会へと進化しようとしている…と書かれているのですが，ちょっとわかりにくいですね。とにか
く，超高齢社会の我が国では，様々な分野で，今後どう変わっていくのかが考えられているということです。
医療分野では，Society	5.0でのイノベーションによって，医師不足の地域課題への対応や高齢者のニーズに
対応できるようにしようと考えられています。
　歯周病は嫌気性細菌の感染により起こる慢性炎症性疾患であり，歯周組織での慢性炎症は，歯を支える歯
槽骨の吸収を引き起こし，最終的には歯が抜け落ちてしまいます。手や足を失った際の機能障害は大きなイ
ンパクトであるのに，歯となるとやや軽視されているように思えませんか？実際，歯を失うことは，摂食機
能ひいては嚥下機能障害を引き起こし，義手や義足と同様，「義歯」の作成などによる機能回復が余儀無くさ
れます。この歯周病は，日本においては成人の8割以上が罹患していると言われています。さらに歯周病が
糖尿病，誤嚥性肺炎，アルツハイマー病，がんなどと関連することが話題となり，全身と口腔を切り離して
考えることが難しくなっています。そういった状況の中，歯周病治療をはじめとした歯科医療分野において
は，次世代の「Society	5.0」で，どのように変わっていくのでしょうか？
　本講演では，まず，現行の歯周病治療の問題点や困難な点について考えていきたいと思います。そして，
超スマート社会の歯周病治療では，そういった問題点の解決のために，IoTやAIを活用していけるのか？ま
た，どのように活用できるのか？等について，考えていきたいと思います。車の自動運転が当たり前となる
ような社会ですから，ホームケアにおいても，電動ブラシなどがもっと普及し，毎回のブラッシング情報が
クラウドにアップされ，患者のブラッシング方法の修正ポイントをスマホやスマートスピーカーがアドバイ
スしてくれるのかもしれませんね。もしかしたら，患者の状態や治療の情報が全国からクラウドにアップさ
れていき，膨大なデータが蓄積され，自動解析され，より的確な診断や治療法が歯科医師・歯科衛生士にフィー
ドバックされるようになるかもしれません。超スマート社会の歯周病治療って，どうなっていくのでしょう
か。歯科医師・歯科衛生士の皆様と共に，未来を想像し，この先の準備のきっかけとなれば嬉しいです。
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